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2009 年 3 月 11 日 相澤 

観察会 『花ごよみ 2009』 3 月の報告 

 

3月11日に行われた観察会では、先月に引き続き、咲いている花を場所ごとに記録

していく『花ごよみ』を行いました。 

観察当日は気温が低い上に風が強く、凍えながらの観察となりました。それでも花

の咲いている種類は増えてきており、先月から咲いているオオイヌノフグリ、タネツケバ

ナ、ヒメオドリコソウ、ナズナに加え、スズメノカタビラ、セイヨウタンポポ、ハコベが花を

咲かせました。 

また、ヨシ原の中からウグイスの鳴き声が聞こえたり、芝生広場での昼食時にはルリ

ビタキが来たりして、皆で双眼鏡片手に大盛り上がりでした。 

 

 

斜面側湿地は水分が豊富で植物の生育が

早い印象。写真ではわかりにくいが、草の

色が違う。 

 

 

記録した植物の状態の分類 

 

花・花盛り 

花が咲いている状態。特にたくさん

咲いている場合は“花盛り”とした。 

実 

実がついている状態 

（枯れているものは除く） 

葉 

花も実もついていない状態 

（気になったもののみ記録） 

胞子体 

シダ植物の胞子体 

（ツクシのことです。） 
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結果 

天気：晴れ  時間 10:30～12:20 

参加者：市川、染谷、高橋、西澤、三嶋、北村、小林、相澤 

◇今月気になったもの 

スズメノカタビラ 

ミクリ池付近の畦で開花していました。 

 

イネ科の植

物は花びら

の無い目立

たない花を

咲 か せ ま

す。 
 

 

フキ 

皆さんご存知のフキノトウです。確認場

所はキショウブ池となっていますが、詳

しく言うと、ジャヤナギ下の壁際です。 

 

キク科の雌雄異株の植物です。写真のも

のは花が白いので雌株でしょうか？ 

 

 

 

ミゾソバのふたば？ 

斜面側湿地、旧水路付近、北側湿地、国

道側湿地で見られました。 

 

ふたばの見分けは難しいですが、斜面側

湿地で特にたくさん有り、生育している

場所と量が去年のミゾソバと似ている

ことから判断しました。 
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タガラシ 

パーゴラ前、北側湿地で見られました。

去年の定点調査の 5 番付近でたくまし

い葉っぱがたくさん育っています。 

 

もう少しすると右の

写真のような花が咲

きます。（3/27 の作業

日には咲いていまし

た☆） 
 

 

ケキツネノボタン 

斜面側湿地、旧水路付近で点々と見られ

ました。 

 

セロリのような葉っぱで、花はタガラシ

と似ている上、同じような時期に咲きま

す。どちらもキンポウゲ科です。 

 

 

 

つくし 

先月写真を撮り損ねたつくしです。 

場所によって姿が全然違います。 

 

キショウブ池ジャヤナギ下 

 

 

南側湿地の畦 
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記録表 

キショウブ池ミクリ池付近斜面側湿地 旧水路付近 南側湿地 パーゴラ前 北側湿地 川側湿地 国道側湿地

オオイヌノフグリ 花 花盛り・実 花盛り・実 花 花盛り 花 花盛り 花盛り 花

スズメノカタビラ 花 葉 葉

セイヨウタンポポ 葉 葉 花 花 実 花

タネツケバナ 花 花 花 花盛り・実 花 花 花

ナズナ 花 花・実 花

ハコベ（コハコベ？） 花 葉 花 葉 花

ヒメオドリコソウ 花盛り 花 花 花 花

スギナ 胞子体 胞子体 胞子体 胞子体

ハルジオン 葉 蕾 葉 葉 葉

フキ 蕾

ホトケノザ 蕾 葉

ウシハコベ 葉 葉

オランダミミナグサ 葉 葉 葉 葉 葉

カキドオシ 葉 葉

カラスノエンドウ 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉

カントウヨメナ 葉 葉

ギシギシ属sp 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉

キショウブ

ケキツネノボタン 葉 葉

ゲンノショウコ 葉

コゴメイ 葉

コモチマンネングサ 葉

ササsp 葉

シロツメクサ 葉 葉 葉 葉

スカシタゴボウ 葉 葉

セイタカアワダチソウ 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉

セリ 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉

タガラシ 葉 葉

ノビル 葉 葉

ノミノフスマ 葉

ヒメジョオン 葉

ヘビイチゴ 葉 葉 葉 葉 葉

ヘラオオバコ 葉

ミゾソバ双葉？ 葉 葉 葉 葉

ムラサキケマン 葉 葉 葉

ムラサキツメクサ 葉 葉

ヤエムグラ 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉

ヨモギ 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉 葉

タコノアシ 枯

ヒメジソ 枯

花の名前
場所と状態

 

注：オオイヌノフグリ、タネツケバナ、ナズナの実は未熟なもの。 


